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トマトの側枝利用による多段どり栽培の生産性
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1　は　じ　め　に

簡易施設を利用したトマトの長期どり栽培において，生

産性の向上を図るため，側枝利用による各種の多段どりに

ついて検討した。

2　試　験　方　法

試験1；

（1）試験区の構成（仕立て・誘引方法）

①連続2段摘心直立誘引（1区）．②主枝＋側枝1本

仕立て．直立誘引（2区），③壬枝＋側枝2本仕立て，直

立誘引（3区），④主枝1本仕立て，吊下し斜め誘引（慣

行，4区）の4区を設け，株当り10花房になるように摘心

して比較した。

（2）耕種概要

1）供試品種：桃太郎，2）播種期：1989年3月10日，3）

定植期：5月18日　4）栽植様式：畦幅180cm，株間50cm，

2粂植え，222株／a，5）施肥皇（kg／a）：基肥　稲わら

堆肥300，苦土炭カル10，苦土垂焼燐10，N：2．0，P205

2．5．K20：2．0，追肥N：1．8，P205：72，K20：1．44．6）

表1収穫打ち切り時の生育及び草姿

マルチ：黒色ポリ，7）ホルモン処理：全花房トマトトー

ン散布，8）区制・面積　2区制，l区9㌔

試験2；

（1）試験区の構成（仕立て・誘引方法と株間）

①玉枝＋側枝1本仕立て，直立誘引とし，株間40cm（5

区）及び株問50cm（6区），②主枝＋側枝2本仕立て，直

■た誘引とし，株間40cm（7区），株間50cm（8区）及び

株問60cm（9区），また，吊下し斜め誘引とし株間60cm

（11区），③主枝1本仕立て，吊下し斜め誘引とし株問50cm

（慣行，10区）の7区を設けた。なお，10，11区は収穫可能

な晩限まで収穫，他の区は誘引椋の高さで摘兄、した。

（2）耕種概要

1）播種期：1990年3月13軋　2）定植期：5月14軋3）

栽植様式：畦幅180cm，2粂植え，4）追肥魚（kg／a）N：

2．3．P。05：0．92，K20：1．84，その他は試験1と同じ。

3　試験結果及び考察

試験1各基本技の最高花房位までの茎長は4区（慣行）

が最も長く，側枝利用仕立てではこれより短かった。特に，

2，3区では直立のままで10花房を楽に配置でき．誘引作

業の省力化が図られると考えられた。

枝 項 目 区 番 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 10　 11

主　 収 穫 段 数 10　　 5　　 4　 10　　 6　　 6　　 4　　 4　　 4　 13　　 4

長 さ （皿 ） 198　 120　　 94　 244　 151 152　 111 107　 104　 302　 106
枝　 茎 径 （皿 ） 13．4 13 ．9 15．5 13．6 14 ．2 15．5 14 ．5 15．2 16 ．0 14．7 17．7

下 収 穫 段 数

側 長 さ （cm ）

5　　 3　　　　　 8　　 8　　 9　　 9　　 9　　　　 10

157　 15 1　　　　 224　 230　 256　 249　 239　　　　 236
枝　 茎 径 （m ） 13．0 13．5　　　 11．6 12．7 12．5 13．3 13 ．8　　　 14・6

上　 収 穫 段 数 3　　　　　　　　　　　　 4　　 4　　 4　　　　　　 9

側　 長 さ （cm ） 94　　　　　　　　　　 127　 123　 117　　　　　 222
枝　 茎径 （皿 ） 15．3　　　　　　　　　　 13 ．0 12．8 13 ．7　　　 13．8

注．茎径は各花房直下節間径の平均値

側枝花房の生育順は，1区では，1次側枝から4次側枝　枝第3花房と同程度に開花，収穫された0

まで順に行われた。2区では，下位側枝第1花房が主枝第　　なお，最終花房である第10花房目の収穫終了時期は，3

5花房と同程度に開花，収穫された。3区では，下位側枝　区が9月下旬で最も早く，2区が10月第3半句・1・4区

第1花房が玉枝第4花房の後巨上位側枝第1花房が下位側　が10月中下旬であった○本県の夏秋どり収穫晩限は10月末
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であるが，2．3区のような側枝利用仕立ての場合，10月

末まで誘引線下の空間に10花房以上の配置が容易で，更に

増収が可能であると考えられた。

株当りの収穫果数は，側枝利用仕立て各区が1区よりま

さり，3区が最も多かった。

10花房分の総収皇及び上物収量は，2区が最も多く．次

いで，3区＞4区＞1区の順に多かった。

蓑2　収穫果数，上物果平均1果垂及び収量

区 収穫 果 数 （個 ／株 ）　 平均 1 栗 東　 収 量 （kg／a ）

番 主　 枝 下 側 枝 上 側 枝 （g ／個 ） 上　 物 総 収 量

1 34 ．0　　　 一　　　 一　　 196　　 1，462　 1．525

2 20 ．5　 15．5　　　 －　　　 2 10　　 1．644　 1、725

3 16．4　　 9．6　 11．7　　 19 1　 1．566 1，624

4 33．0　　　 －　　　 1　　 2 14　　 1．553　 1．622

5 23．3　 17．9　　　 －　　 186　　 1，937　 2，064

6 2 5．0　 30．3　　　 －　　 206　　 2，43 1　 2，493

7 17．0　 18．2　 16．0　　 174　　 2，3 19　 2，4 10

8 17．3　　 24．4　 17．5　　 189　　 2．4 11　 乙452

9 18 ．5　 32 ．4　 18．8　　 200　　 2．573　 2，580

10 4 5．5　　　 －　　　 －　　 199　　 1，924　 1．987

1 1 1 7．5　　 39．5　　 36．5　　 2 00　　 3．442　 3．454

また，3区では，目標とする8月中旬から9月中旬にか

けての収鹿が他の区より多く，収益性の向しか図れると考

えられた。

上物率は，4区が9月上旬にやや低下したほかは，各区

とも全期間を通じて90％以上で推移した。また，（A＋B）

品率は－　2区がやや低かった。

試験2　収穫打切り時の10月下旬までに収穫できた最高

花房位までの茎長は，吊下し誘引をした10，11区が良かっ

た。直立誘引各区ではこれより短く－摘心した主枝花嵐

卜位側枝花房及び上位側枝花房の最高位は株間が広くなる

ほど低くなる傾向が認められた。

また．側枝利用仕江てでは側枝の茎径が主体より細くな

るが，株問が広くなるほどその傾向が緩和された。

側枝花房の生育順は，5，6区では，下位側枝第1花房

が主枝第5花房と同程度，7，8，9，11区では，下位側

枝第1花房が主枝第4花房の後，上位側枝第1花房が下位

側枝第1花房の後に開花，収穫された。なお，10月下旬ま

でに収穫された花房数は，11区が23と最も多く，7，8．

9区が17，5，6区が14であった。

株当りの収穫実数は，5区を除く側枝利用仕立て各区が

10（慣行）区より多く．株間が広くなるにつれ着果数が増

加する傾向が認められた。

上物巣の平均l果重は，側枝利用仕立て各区が主枝1本

仕立て区より軽くなる傾向が認められた。しかし，この傾

向は株間が広くなるほど緩和され，6，9，11区では，10

区と同等かやや重くなった。

総収量及び上物収量は11区が最も多く，側枝利用仕立て

各区は10区より多収であった。特に，目標とする8月～9

月の上物収量では，側枝利用仕立て区がいずれも10区を大

幅に上回った。この増収傾向は株間が広くなるほど顕著で

あった。

側杖利用仕立てにおける品質は，総じて側枝が主枝より

劣り，株間が広くなるほどこの傾向は緩和された。

側枝利用仕立ては，整枝，主枝の閲糞・摘糞，ホルモン

処理，収穫調整等に時間を多く要するが，吊下し誘引が不

要で，全労働時間は7区，11区を除く各区が10区より少な

くなった。この労働時間の短縮効果は株間が広くなるほど

大きかった。なお，労働時間当りの上物収量は9区が最も

多く，作業効率が高かった。

表3　作業別労働時間（hr，10a換算）

区

番

　　　　　　　　　 時 間 当 り
育 苗関 係 本 圃関 係 収 穫 調 整 合 計 上 物 収量

（kg／h r ）

5 88．3　　 294 ．0　　 28 3．5　　 665 ．8　　 29 ．1

6 70．3　　 24 7．9　　 3 17．4　　 635．6　　 38 ．2

7 88．3　　 310 ．5　　 360．0　　 758．8　　 30 ．6

8 70．3　　 26 1．2　　 324．1　 655．6　　 36 ．8

9 58．8　　 228．6　　 324．6　　 6 12．0　　 42，0

IO 70 ．3　　 376．2　　 268 ．6　　 7 15．1　　 26．9

11 58 ．8　　 460．1　 432．4　　 95 1，3　　 36．2

往・育苗関係（床土準備．播種．その他育苗管理）．本
圃関係（施肥・潅水．マルチ．定植，整枝，誘礼ホル
モン処理，防除等）

4　ま　と　め

以上の結果，側枝利用仕立ては慣行法である主技1本仕

立て吊下し斜め誘引に対し．生育後半の着果が安定し，総

収量及び上物収量が多い。特に目標とする8－9月期の上

物収量が多く，品質が優り．作業効率が良く誘引作業が省

力的であることから．簡易施設を利用した長期多段どり栽

培において有利な仕立て方法であると考えられた。

側枝利用仕立てでは，主枝＋側枝2本仕立て，直立誘札

株間60cm（185株／a）が最も有望と考えられた。
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